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会 議 録  


会 議 の 名 称 第 1 回行田市総合振興計画審議会  


開 催 日 時 平成 22 年 5 月 31 日（月）  


   開会：午後 1 時 30 分・閉会：午後 3 時  


開 催 場 所 行田市役所 305 会議室  


出席者（委員） 


氏 名 


田口英樹、香川宏行、小林友明、中村博行、保泉欢嗣、新井健一、高


橋弘行、原口方宏、小川勢津雄、小林康男、引地みち子、長谷見輝生、


大澤由子、新井誠、龍前三郎、横田保良、澤田春雄、橋本信雄 


（名簿順・敬称略）  


欠席者（委員） 


氏 名 


鈴木秀憲、根本和雄、斎藤孝次 


（同上）  


事 務 局 高橋総合政策部長、高橋企画政策課長、森原主幹、西尾主事  


会 議 内 容 


○ 委嘱状の交付  


○ 会長・副会長の選出  


○ 公開・非公開及び傍聴要領の決定  


○ 策定要領に係る事務局説明  


会 議 資 料 


（資料名・概要等）  


○ 次第  


○ 委員名簿  


○ 審議会条例  


○ 傍聴要領（案）  


○ 策定のための基本方針  


○ 策定体制図  


○ 策定スケジュール  


そ の 他 必 要 


事 項 


 







発言者  会議の経過（議題・発言内容・結論等）  


 


 


 


 


 


 


 


会 長  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


委 員  


 


事 務 局  


 


 


会 長  


委 員  


 


事 務 局  


 


※ 委嘱状交付、市長あいさつ、委員紹介  


※ 会長に田口英樹委員、副会長に横田保良委員を委員の互選により選


出  


※ 会議を「公開」とすることを決定。さらに傍聴要領について、案の


とおり承認。  


※ 資料一式に基づく事務局説明の後  


質疑応答  


・ ただいま事務局より、策定の要領ということでポイントやその組織


体制、スケジュールの概要についての説明をいただいた。  


・ 市では現在、市民意見を反映させた基本構想案について仕上げの段


階に入っているため、内容の具体的な審議は次回からとなる。  


・ 計画の策定にあたっては、市民と行政が目標を共有し、多方面にわ


たる市民ニーズに応えるべく、市民総参加で進めていきたいと思う。


また、特色あるまちづくりを目指し、できるだけわかりやすい言葉


で基本構想や基本計画、実施計画の策定を進め、実施計画について


は 3 年間の計画期間の中で、毎年ローリング方式により見直しを図


っていきたいと思う。  


・ 市長からの諮問は次回の予定であるが、今の段階で御質問があれば


伺いたい。  


・ 第 4 次総合振興計画の時も、基本構想 10 年、基本計画 5 年、実施計


画 3 年という計画期間だったのか？  


・ 平成 13 年度から今年度までの 10 年間の計画で、基本構想 10 年、


基本計画も同様に 10 年、そして実施計画は 3 年間で、毎年度見直し


を行っていくということで、基本的には第 4 次と同様である。  


・ 他に御意見はあるか？  


・ 第 4 次総合振興計画の中で出来たこと、出来なかったことなどの総


括については、きちんと実施されているのか？  


・ 個々の取組は実施計画により推進されているが、実施に至らなかった


ものもある。結果は事務局の方で取りまとめており、それぞれの分野







 


 


会 長  


 


会 長  


委 員  


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


会 長  


 


 


 


 


事 務 局  


 


 


 


 


 


での達成率を示した資料があるので、次回配布し、さらに継続して取


り組むことが望ましいかどうか御意見をいただきたいと思う。  


・ 第 4 次は今年度までが計画期間なので、現在までの状況を大まかに取


りまとめたものということで御了解願いたい。  


・ 他に御意見はあるか？  


・ 基本的視点と策定体制について、3 点の要望と 1 点の質問をしたい。  


・ 1 点目、基本的視点の (1)に「関連計画及び市の各種計画を整理した上


で計画を策定します」とあるが、都市計画マスタープランがまだ見直


されていないので、ぜひ一緒にやっていただけるよう要望する。  


・ 2 点目、（3）で「成果指標などを用いた分かりやすい計画を策定します」


とあるが、将来にわたる指標について、知恵を出し合いながらぜひ入


れていただきたい。  


・ 3 点目、「ぎょうだ夢づくり会議」では、多様な素晴らしい意見が出て


いる。市民がこのようなことを考えたということを、ぜひ多くの市民


に知ってほしいと思う。また計画を市民のものとし、機運を高めるた


めにも、市民フォーラムなどを開催していただき、市民参加を一歩も


二歩も進めていけるようお願いしたい。  


・ 最後に、資料は当日配布ではなく何日か前に配布していただき、十分


に目を通す時間があればありがたい。  


・ 各委員からは活発な御意見をいただきながら、わかりやすい言葉で且


つ最少の負担で最大の効果が得られるようなやり方で進めていきた


い。  


・ また、市民参加については、市民も市政に関心を持つことが重要であ


る。細かな点について事務局より説明をお願いする。  


・ 都市計画マスタープランについては、主にまちづくり推進課が担当し


ているが、平成 18 年の合併時に策定した「新市建設計画」の中でも土


地利用のあり方は示している。  


・ 総合振興計画は全ての計画の最上位に位置するものであるため、都市


計画マスタープランの同時策定は考えていない。総合振興計画の内容


を踏まえたものを策定する、という方向になる。  







 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


会 長  


委 員  


 


 


 


事 務 局  


 


 


 


 


 


 


会 長  


・ 成果指標については、市政を取り巻く環境の変化などで左右される財


政や行政事務の性格上、成果指標として示すことが困難なものも出て


くると思われる。しかしながら、策定を進めていく中では、分かりや


すく比較が可能な指標を掲げる努力をしていきたい。  


・ 市民フォーラムの開催というご意見をいただいたが、「ぎょうだ夢づく


り会議」「職員の成果研究発表会」なども市報や市のホームページで市


民の皆さんにも傍聴いただきたくお知らせしたところである。市民参


加には市民の皆様の意識の醸成が欠かせないと考えている。今後もあ


らゆる場面や媒体を通じて、策定状況などを開示していけるよう努力


していきたい。  


・ 審議会委員に対する資料の事前配布については、可能な限り努めてい


きたい。  


・ その他、御意見等あるか？  


・ 実施計画について、これまで 3 年ごとに見直しがされてきて、昨年度、


平成 22 年度から 24 年度にかけての新たな実施計画が策定された。  


・ 第 5 次総合振興計画が来年度からスタートするわけだが、そちらとの


整合性はどうなるのか？今後どう推移していくのか伺いたい。   


・ 確かに、現在進めている 3 ヵ年実施計画は 24 年度までの計画だが、基


本的には第 4 次の内容を踏まえた上で現在の実施計画を生かし、プラ


スαする形で、第 5 次総合振興計画に掲げるものを組み込む方向であ


る。  


・ 実施計画の機動性を生かしたローリング方式により整合を図り、実効


性の高い計画を進めていきたい。  


議事の終了  


・ 地方自治法の改正により、基本構想の策定義務付けが廃止となる可能


性があるとのことだが、当面の間はスケジュールどおり計画策定を進


めていきたいと思う。  


・ 皆さんの協力のおかげで滞りなく会議を進めることができた。今後と


も宜しくお願いしたい。これをもって本日の議事は終了する。  


 








第１回行田市総合振興計画審議会 次第 


 


平成２２年５月３１日（月） 


午後１時３０分～ 


市役所 ３０５会議室 


 


1. 開  会 


 


2. 委嘱状交付 


 


3. 市長あいさつ 


 


4. 委員紹介 


 


5. 会長及び副会長の選出 


 


6. 策定要領及び今後のスケジュールについて 


 


7. 閉  会 








第５次行田市総合振興計画審議会委員名簿 


（敬称略） 


区 分 選出対象団体等 氏 名 


第１号委員 


市議会議員 田口 英樹 


  〃 香川 宏行 


  〃 小林 友明 


  〃 中村 博行 


第２号委員 
教育委員会 保泉 欣嗣 


農業委員会 新井 健一 


第３号委員 


商工会議所 鈴木 秀憲 


自治会連合会 高橋 弘行 


青年会議所 原口 方宏 


医師会 根本 和雄 


ほくさい農業協同組合 小川 勢津雄 


民生・児童委員連絡協議会 小林 康男 


行田市社会福祉協議会 引地 みち子 


体育協会 長谷見 輝生 


文化団体連合会 大澤 由子 


ＰＴＡ連合会 新井 誠 


観光協会 斎藤 孝次 


第４号委員 
ものつくり大学 龍前 三郎 


男女共同参画推進審議会 横田 保良 


第５号委員 
公募市民 澤田 春雄 


  〃 橋本 信雄 


                                     








○行田市総合振興計画審議会条例 


 


(趣旨) 


第 1 条 この条例は、地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)第 138 条の 4 第 3 項の


規定に基づき、行田市総合振興計画審議会の設置、組織及び運営に関する事項


を定めるものとする。 


(設置) 


第 2 条 市長の諮問に応じ、市の総合振興計画の策定に関し、必要な調査及び審


議を行うため、行田市総合振興計画審議会(以下「審議会」という。)を置く。 


(組織) 


第 3 条 審議会は、委員 28 名以内で組織する。 


2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 


(1) 市議会議員 


(2) 地方自治法第 180 条の 5 の規定に基づき設置する委員会の委員及び監査


委員 


(3) 市内の公共的団体の役員又は職員 


(4) 知識経験を有する者 


(5) 公募の市民 


(委員の任期) 


第 4 条 委員の任期は、当該諮問に係る審議が終了するまでとする。 


(会長及び副会長) 


第 5 条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 


2 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 


3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 


(部会) 


第 6 条 審議会に、必要に応じ部会を置くことができる。 


2 部会に属する委員は、会長が指名する。 


第 7 条 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によってこれを定める。 


2 部会長に事故があるときは、あらかじめ部会長が指名する委員がその職務を代


理する。 


(会議) 


第 8 条 審議会及び部会の会議は、それぞれ会長又は部会長が招集する。 


2 審議会及び部会の会議の議長は、会長及び部会長をもって充てる。 


3 審議会及び部会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができ


ない。 


4 審議会及び部会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議


長の決するところによる。 


(庶務) 


第 9 条 審議会の庶務は、総合政策部企画政策課において処理する。 


(委任) 


第 10 条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会


長が審議会に諮って定める。 








行田市総合振興計画審議会 会議傍聴要領（案） 


 


（趣旨） 


第 1 条 この要領は、行田市総合振興計画審議会（以下「審議会」という。）の会議の傍聴


について必要な事項を定めるものとする。 


 


（傍聴人の定員） 


第２条 傍聴人の定員は、会議会場の広さ等を考慮し、会長が定める。 


 


（傍聴の手続） 


第３条 会議を傍聴しようとする者は、会議運営の秩序維持のため、受付において傍聴人


名簿（様式第１号）に自己の住所及び氏名を記入し、職員の指示により傍聴席に入らな


ければならない。 


２ 傍聴人は、会議開催予定時刻の１０分前から５分前までの間、先着順で受け付ける。


ただし、傍聴人名簿記入者が、第２条で定める定員を超えるときは、先着順により傍聴


者を決定する。 


 


（傍聴席に入ることができない者） 


第４条 次の各号のいずれかに該当する者は、傍聴席にはいることができない。 


⑴ 人に危害を加えるおそれのある物を携帯している者 


⑵ 拡声機、メガホンの類又は笛、ラッパ、太鼓の類を携帯している者 


⑶ 張り紙、ビラ、プラカード、旗、のぼりの類を携帯している者 


⑷ 会議の妨害となる器物等を携帯している者 


⑸ 酒気を帯びていると認められる者 


⑹ テープレコーダー、カメラ、ビデオカメラ等を携帯している者 


⑺ その他議事を妨害するおそれがあると認められる者 


 


（傍聴人の遵守事項） 


第５条 傍聴人は、次の事項を遵守しなければならない。 


⑴ 静粛にし、会議における言動に対して拍手その他の方法で、賛否の意思表示をしな


いこと。 


⑵ 私語、談笑等会議の妨害になるような行為をしないこと。 


⑶ はち巻、腕章、たすきの類を着用する等示威的行為をしないこと。 


⑷ 飲食及び喫煙をしないこと。 


⑸ みだりに席を離れ、又は不体裁な行為をしないこと。 


⑹ その他会議の秩序を乱し、又は会議の妨害になるような行為をしないこと。 







 


（撮影及び録音の許可） 


第６条 傍聴人は、会議の様子を撮影し、又は録音等をしてはならない。ただし、会長の


許可を得た場合は、この限りではない。 


 


（職員の指示） 


第７条 傍聴人は、傍聴する際には職員の指示に従わなければならない。 


 


（秩序の維持） 


第８条 会長は、傍聴人がこの要領の規定に違反する場合は、これを制止し、その指示に


従わないときは、その者を退場させなければならない。 


 


（傍聴人の意見等） 


第９条 傍聴人が感想又は意見がある場合は、感想等記入用紙（様式第２号）に氏名、感


想等を記入したうえで、提出することができ、感想等記入用紙は公開を原則とする。た


だし、会議内容に関係のないことや個人に対する中傷、その他示威的内容等を記入、提


出、公開することはできない。 


 


（委任） 


第１０条 この要領に定めるもののほか傍聴の実施に関し必要な事項は、会長が別に定め


る。 


 


附  則 


この要領は、平成２２年５月３１日から施行する。 







様式第１号 


傍 聴 人 名 簿 


平成   年   月   日（ ） 


会議名               


 


住    所 氏  名 


  


  


  


  


  


  


  


  


  


  


※ 本名簿に記入いただいた事項は、会議運営の秩序維持のための記録以外の目的で使用


することはありません。 







様式第２号 


感 想 等 記 入 用 紙 


平成   年   月   日（ ） 


会議名               


 


氏  名 
 


【感想等】 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


注意事項 


 １ 氏名、感想や意見等をご記入ください。 


 ２ 記入された内容は、原則として公開（会議録やホームページ等に掲載）するととも


に、今後の会議の参考資料とします。 


 ３ 会議内容に関係のないことや個人に対する中傷、その他示威的内容等は記入しない


でください。 
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第５次行田市総合振興計画策定のための基本方針 


 


 


１．策定の趣旨 


 今日の地方自治体を取り巻く社会情勢は、地方分権の進展、少子高齢化による人口減少、


地球レベルでの環境問題など、目まぐるしい変化のときを迎えています。 


 この社会変化に呼応するように、市民の価値観やライフスタイルが多様化する中で、市


民の要求に的確に応えられる新たな計画を策定する必要があります。 


 本市では、将来像を「水と緑 個性あふれる文化都市」と定めた現行の総合振興計画が


平成２２年度で終了することから、次期総合振興計画策定に向けて、社会情勢や市の現状


も踏まえつつ、市民と市がこれからの新しい時代に向けて目標を共有し、信頼関係を構築


しながら、魅力あるまちづくりを進めるための基本構想及び基本計画の策定を目指します。 


 


 


２．策定における基本的視点 


 総合振興計画の策定にあたっては、次の基本的視点に基づき進めるものとします。 


 


（１）現状及び将来推計に基づいた計画づくり 


 現在の市が抱える課題や市民ニーズ及び将来推計を的確に捉えるとともに、国・県 


の関連計画及び市の各種計画を整理した上で計画を策定します。 


 


（２）市民総参加の計画づくり 


   市民と市が共通の目標を持って力を合わせてまちづくりを行っていくことを前提と 


  して、計画策定にあたっては、検討初期の段階からの情報提供を十分に行うとともに、 


市民参加手法をできる限り取り入れることにより、市民と市の協働による計画づくり 


を進めます。 


 また、計画策定後も計画の進捗状況などを評価・検証して市民に公表し、市民と市 


の協働によるまちづくりを進めていきます。 


 


（３）分かりやすく親しみのもてる計画づくり 


   政策項目ごとの現状と課題を的確に捉えた上で、将来像の実現のために目指すべき


姿を明確にするために、成果指標などを用いた分かりやすい計画を策定します。 


 


（４）地域資源を最大限に活用した計画づくり 


   行田市の特色である豊かな自然や歴史的資産を活かした行田らしさのある計画策定


を進めます。さらに、市民・団体・事業者といった貴重な地域人材と連携し、地域福
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祉、防災対策、環境問題、産業振興など行政の力だけでは解決が困難な課題を互いに


補完しあうことができる仕組みを取り入れた計画策定を目指します。 


    


 


３．計画の構成・期間 


 平成２３年度からの次期計画は、基本構想・基本計画・実施計画の３つの計画で構成し


ます。 


 


基本構想・・市の最上位計画として、市の将来都市像を描き、その実現に向かって市民と


市が計画的にまちづくりを進めていくための指針です。 


      計画期間は１０年とします。 


 


基本計画・・基本構想を実現するための基本的な施策を示したものです。 


      計画期間は５年をひとつの区切りと考え、状況の変化に応じて見直しを行い


ます。 


 


実施計画・・基本計画で示された基本的な施策を具現化するため、毎年度の予算編成及び


事業実施の指針とする事業計画を示すものであり、３年間を計画期間としな


がら、毎年度見直しを行います。 


 


23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 


基本構想（１０年） 


基本計画（５年） 基本計画（５年） 


実施計画      計画期間３年：毎年見直し 


 


 


４．策定体制 


 計画の策定体制は次のとおりとします。 


 


（１）議会 


   議決機関として、基本構想の議決を行います。市は、議会から様々な観点での意見・ 


  提案を受けるため、基本構想の策定段階から、十分な情報提供を行います。 


 


（２）総合振興計画審議会 


   行田市総合振興計画審議会条例に基づき設置する附属機関で、市長の諮問に応じ、 


  計画策定に関する事項について、調査・審議を行います。 
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（３）市民参加 


   計画の策定段階においては、市民の意見を幅広く聴取するために次のような市民参 


  加の手法を取り入れます。 


 


 ①市民会議 「ぎょうだ夢づくり会議」 


  多様なテーマに対して、市民の目から見た市の課題や１０年後の市のあるべき姿を、


世代を超えて自由に意見を述べていただく会議とします。 


 


 ②市民意識調査 


  市のこれからのまちづくりに対する課題を把握するとともに、より多くの市民からの 


意見聴取を図るために実施します。さらに、市内各公共施設でアンケートを実施するこ


とでより多くの声の聴取に努めます。 


 


 ③対話集会 


  例年開催している「市長と語る対話集会」と併せ、地域別に開催します。 


 


 ④市民意見公募手続 


  次期基本構想及び基本計画に対する意見公募を行います。 


 


（４）庁内体制 


   計画の策定にあたっては、全庁的な策定体制を構築します。 


 


①� 総合振興計画策定委員会 


市長・副市長・教育長・各部の長で構成し、計画策定における庁内の意思決定を図りま


す。 


 


②� 総合振興計画策定委員会専門部会 


策定委員会の下位組織として部課長級で構成し、分野別の専門部会において検討します。 


 


③� 総合振興計画策定委員会分科会 


 主幹級以下の者から各部等の長が推薦する者で構成します。専門部会ごとに細分化され


た項目について、事務事業レベルの調査、研究、連絡調整並びに計画素案の調整作業を行


います。 
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④� 有志職員による研究会 


 若手職員を中心とした公募職員有志による集まりです。市民による夢づくり会議と協働


するほか、特に基本構想に反映させるための将来像について取りまとめ、策定委員会に対


し提言を行います。 


 


⑤� 全職員 


  総合振興計画は市の最上位計画であり、計画行政の根幹をなすことから、計画策定に


は職員すべてが一丸となって取り組む必要があります。このため、職員提案等を活用し


ながら職員一人ひとりが自覚を持って積極的に計画策定に関わってまいります。 
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